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　放射性炭素年代測定を文化財建築遺構に適用し，その有効性を明らかにした。事例として，国宝

大善寺本堂，旧土肥家本家住宅，旧土肥家隠居屋住宅，重要文化財三木家住宅の年代調査結果を報

告する。文化財建造物を測定する場合の部材選択や試料採取の方法を示した。部材最外層年代から

建築の年代情報を得るために，部材の年代測定から建物の年代判定へ研究発展の必要性を指摘した。
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